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　原価計算上重要と思われるいくつかの元帳勘定をエドラ・デ・ルヴァーの紹介した資料によって瞥
見してきた。それらの勘定の連関を図示すると次図のようになる35）。
　メジチ＆Co．では、製造活動の進行にしたがって発生した費用を集計するために、織物勘定とい
う製品勘定を設けていたが、プラタソ印刷所では、こうした費用を集計するために、仕掛品勘定と製
品勘定（在庫図書勘定）を設けていた。この点が、メジチ＆Co．とプラタン印刷所の勘定組織で異
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一42一
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』在庫図書勘定
なるところである。この仕掛品勘定の出現によって、企業内部の製造活動の価値移転が勘定的に一層
正確に把握できるようになった。また、仕掛品勘定は各製品ごとに個別勘定が設けられおり、製品種
類別原価を求めるという思考が表われている。こうした思考は、組別総合原価計算の萌芽をなしてい
るように思える。ゆえに、私たちはエドラ・デ・ルヴァーが「原価計算の規則的な諸原則が、16世紀
において全く知られていなかったわけではない」36）と述べたことに大いに注目しなけれぽならない。
　ただ、ここで私たちが理解しておかなければならないことは、プラタン印刷所も含めた15～16世紀
の企業では、製造工程中に発生した減価償却費、補助材料費などの製造間接費が認識されていたも
のの、その明確な処理がなされてはいなかったという事実である。
　ソロモンズ（Solomons）はこうした事実を踏まえながらも、同印刷所の会計方法を「非常に円熟
した複式簿記的な原価発見の機構（double　entry　cost　finding　system）」であると高く評価してい
る37）。
V　おわりに
　本稿において、私は原価計算の起源とその後の初期的発展を、ペラガロのデル・ベネ商会の資料、
レイモンド・デ・ルヴァーのメジチ＆Co．の資料、エドラ・デ・ルヴァーのプラタソ印刷所の資料
をもとに考察してきた。それは、商業記録から独立して原価記録が誕生し、さらに製品原価算定のた
めに、製造活動の勘定的把握によって企業内部の価値移転が正確に把握されるに至った過程を描写し
たのでもあった。また、レイモソド・デ・ルヴァは一メジチ＆Co．の勘定組織のなかには、「原価発
見の機構」は具備されていなかったと述べているのに対して、ソロモソズはプラタソ印刷所の勘定組
織のなかには、それが備えられていたとしており、前述のごとく、両企業の勘定組織の相違は仕掛品
勘定の有無にあることから、仕掛品勘定は原価算定の際に非常に大きな役割を果すこともわかった。
　いままで考察してきた企業の資料から、原価計算がいつ、どこで誕生したのか明確に規定できない
までも、現在の原価計算の技術や理論の一部が、産業革命の以前である14世紀から16世紀に早や実践
されていたということができる。だが、これらの方法が一般に広く利用されたかは明確でない。この
点についてガーナーは次のように述べている38）。
　　「中世の工業会計のいくつかの例が、ある原価計算の技術や実務が1350年から1600年までの間に
’その起源を有したことを立証してはいるが、われわれは原価計算が16世紀の終りまでに、その発展
．の苦しみの時代を経てきた、という結論をあわてて下すべきではない。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－43一
　ガーナーは中世における原価計算の存在は肯定しながらも、原価計算が一般に広く利用されたか否
かとなるとかなり慎重な態度をとっている。
　さらに、ガーナーは初期の原価計算の目的を二つ列挙している39）。
　　（1）製造のいろいろの段階にたいする会計管理（accOUnting　COntrOl）のため、
　　（2）材料を使用するさいの無駄と仕損じとを少なくするため。
　この二つの目的は、当時の製造企業（たとえぽ、織物業）において、多数の工程があったので、原
材料や労務費の正確な管理の必要性から派生した、とガーナーは原価計算の管理的側面を強調してい
る。この限りにおいては、中世の原価計算の一般性を肯定することはできないが、中世において原価
計算が製品原価算定のために用いられたとするならぽ、多くの中世の企業において原価計算らしき方
法は一般的におこなわれていたのではないだろうか。なぜならば、製造活動において「原価がいかほ
どか」を知ることは必須の条件だからである。
　ともかくも、中世に実践された原価計算は、次の時代要素を内包し、産業革命期における原価計算
の飛躍的発展の姿を暗示していたのであった。最後に結論として、次の角谷教授の御意見をもって本
稿を閉じたい40）。
　　「原価計算が産業革命以降における工場生産の刺激によって開花したものであるという定説じた
　いに異論のあるわけではない。ただ、私は、原価計算上の一部の概念と一部の手続が一それらじ
　たい、もまた幼稚であったことはいなめないが一地域的にはかなり以前から採用され、伝承され
　てきたことを強調したい。」
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